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 １．配布先 

    伊那記者クラブ、駒ヶ根市役所記者クラブ、飯田市役所記者クラブ  

 ２．問合せ先 

    国土交通省中部地方整備局 天竜川上流河川事務所 

     副所長       鈴木 豊    

     砂防調査課長    岡村 修   TEL:0265-81-6417 FAX:0265-81-6421 

     小渋川砂防出張所長 岡本 明   TEL:0265-39-2301       

     

 

  天竜川上流河川事務所では、「土砂災害防止月間」である毎年６月に、事業の周知と防災 

 知識の普及を目的とした「砂防・地すべり現場見学会」を開催しております。 

  今回、大鹿村立大鹿小学校の申込みにより、次のとおり見学会を開催いたします。   

  日 時：平成３０年 ７月 ３日（火）９：００～１２：００ 

  場 所：大鹿小学校（集合場所）、小渋川砂防出張所、近隣砂防工事現場等 

  参加者：大鹿村立大鹿小学校３年生、４年生 １０名 

  ※小雨決行ですが、天候等により行程が急遽変更となる場合がございます。 

 

 

開催概要 

砂防・地すべり現場見学会を開催します 

（大鹿小学校３、４年生） 
 

 

見学会概要書（資料１）、昨年度行程表（資料２）、位置図（資料３） 
 

添付資料 

取材について 



             資料１ 

 

平成３０年度 砂防・地すべり現場見学会 概要書 
（大鹿小学校） 

 

１．概 要 

近年各地で大規模な土砂災害が発生し、人々の生活に大きな被害を与えています。 

ここ伊那谷もまた、国内有数の急流河川が点在し、かつ、脆弱な地質構造を持つこ 

とから、「三六災害」など多くの土砂災害が発生してきました。 

天竜川上流河川事務所では、土砂災害による被害の防止のため、砂防設備の整備と 

同時に、地域防災力向上のための取組を行っています。 

その一環として、土砂災害の危険性や伊那谷の地形、過去の災害を知り、実際の砂 

防設備を見て学ぶ機会として、地域の小学生を対象とした現場見学会を開催しており 

ます。 

 

２．実施内容 

   参加者：大鹿村立大鹿小学校 ３年生、４年生 

日 時：平成３０年 ７月 ３日（火曜日） ９：００～１２：００ 

   場 所：①天竜川上流河川事務所 小渋川砂防出張所（下伊那郡大鹿村大河原 892） 

       ②小学校近隣の工事現場及び砂防設備 

       （詳しくは、資料３ 「砂防・地すべり現場見学会（大鹿小学校） 位置

図」をご参照ください。） 

 

３．留意事項 

  ・現場見学会は大雨等により中止となる場合がございます。事前に取材のご連絡をい

ただいた場合には、当日７時３０分までに電話またはＦＡＸにて中止のご連絡をい

たします。 

  ・工事現場では安全のためヘルメットの着用を義務づけております。ヘルメットは用 

   意致しますので、ご着用をお願い致します。 

 

 

 

              お問合わせ先 

               国土交通省中部地方整備局 天竜川上流河川事務所 

               小渋川砂防出張所 岡本 明 

                ＴＥＬ:０２６５－３９－２３０１ 

               砂防調査課 岡村 修 

                ＴＥＬ:０２６５－８１－６４１７ 
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